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)(xf の 0≦x の部分は、
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)(xfy  は原点に関して点対称であるから、 )(xf の 0≧x の部分は 

 xxxxxf  22 )()()(  xxxf  2)(  

 

0≦x のとき、 12)(  xxf であるから 1)1( f  1x における接線は 1 xy  

1 xy と、 )(xfy  の 0≧x の部分との交点の x座標を求める。 
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)(xfy  のグラフと、 1 xy によって囲まれる図形は、右図(a)の通り。 

対称性により、この面積は、右図(b)で示された部分の面積に等しい。 

求める面積は 
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